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パラグラフ同士はお互いに関連性がなければならない。

関連性をつけるうえで大切になってくるのは

前パラグラフのキーワードが次のパラグラフのキーワードと自然につながるか

原因の次には結果が来るように自然な流れを作ってあげる。

もしくは自然な流れになるように導いてあげる。

１つのパラグラフにはキーワードも１つずつ。オーディエンスの理解が追いつくようにね

孤独感がキーワードのパラグラフの後には、その孤独感をなくすためには？

みたいに始める。１パラグラフ１キーワード（１クレーム）

そして、そのあとに新しいキーワードが続いていく。

In order to だったり、　As a result　だったり。

キーワードを続けるような導入文があってもよい。

あ！原因、結果の関係だったり、より深く分析してあるパラグラフなんだ！

と文頭の副詞や接続詞を見るだけで

オーディエンスが関連性を理解できるようにする工夫が必要！

関連性が明らかでないと、オーディエンスはその関連性を考えるのに頭を使ってしまう。

みんなのスピーチの内容に集中できなくなってしまう…。

だから関連性を出すことは大切♪

自分のスピーチを８～１０のキーワードで説明できますか？
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